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平成２２年第９回新居浜市農業委員会農政部会議事録 
 

１ 会議の日時及び場所 

（１）会議の日時 平成２２年１０月５日（火曜日）１４：３０～１５：３７ 

（２）会議の場所 新居浜市庁舎 ６階 議員全員協議会室 

２ 会議に出欠席した委員数及び氏名等 

（１）出席委員  １７人 

   第 １ 番    篠 原   修    第１１番   野 口 敞 司 

第 ２ 番    神 野 敬 二    第１２番   髙 橋 征 三 

第 ３ 番   鴻 上 孝 志    第１３番   藤 田 幸 正 

第 ４ 番   河 端   廣    第１４番   藤 田 平 夫 

第 ５ 番   小 野 雄 基    第１５番   加 藤 良 一 

第 ７ 番   神 野 幸 雄    第１６番   岡 田 雅 夫 

第 ８ 番   仙 波 憲 一    農地部会長  小 野 輝 雄 

第 ９ 番   岡 田 宜 近    農地部会長代理  白 鳥 誠 二 

第１０番   池 田   繁     

（２）欠席委員  １人 

   桑 原 梅 信 

（３）農政部会委員外委員  ６人（農地部会委員）  

   髙 橋 秀 人    守 谷 博 明  

藤 田   獎    小 野 英 雄  

近 藤   司    佐々木 文 義  

３ 会議に出席した事務局職員 

事務局長   原   正 英    事務局次長  岡 野 雄 二 

主  幹   神 野 眞 一    農政係長   林   洋 一 

４ 会議に出席した職員等 

新居浜市経済部農林水産課 

  課長      粂 野 晃 範 

副課長     髙 橋 利 光 

   新居浜市経済部農地整備課 

     副課長     村 上 光 昭 

     副課長     村 尾   裕 

     主任      高 橋 憲 司 

５ 傍聴者  １人 

   大 條 雅 久 

６ 会議に付議した事項 

   議案第１号 建議書への対応及び進捗状況について 

◇                  

７ 議 事 

１４時３２分開会 

藤田部会長     皆さん、こんにちは。非常に暑かった夏が過ぎ、秋らしくなって

きまして、農繁期真っ盛りの今、大変お忙しいことと思います。そ

ういった中で農政部会にご出席いただきまして、ありがとうござい
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ます。 

それでは、ただいまから平成２２年第９回新居浜市農業委員会 

農政部会を開会いたします。 

なお、本日の議事録署名委員でございますが、会議規則第１９条

の規定により、部会長において鴻上孝志委員と河端廣委員を指名い

たします。御両名よろしくお願いいたします。 

本日は、御案内しておりましたとおり、「建議書への対応及び進

捗状況について」を議題といたします。 

私たちは、第２０期農業委員として、現在２年２カ月が過ぎまし

たが、農業委員会としての大きな役割の一つに「市長への建議」が

あり、来年の５月には、第２０期農業委員として市長に建議書を提

出する予定です。 

そのために当農政部会で来年の３月までに、建議書の内容を協

議・検討した上、案を作成し、３月下旬の総会に提出し、決定のう

え、市長に建議する予定にしております。 

昨年、１１月５日に開催いたしました農政部会において建議書の

進捗状況について担当課職員より説明をいただき、委員さんから意

見や要望も発表してもらいました。 

本日は、昨年１１月以降の対応や進捗状況について説明を受け、

次回から取り掛かります今回の建議書案の作成につなげて行きた

いと思います。 

本日は新居浜市経済部農林水産課及び農地整備課から担当職員

をお招きしております。ご紹介いたします。 

農林水産課の粂野課長。 

粂野課長    農林水産課の粂野です。よろしくお願いします。 

藤田部会長   同じく、農林水産課の髙橋副課長。 

髙橋副課長   農林水産課の髙橋です。よろしくお願いします。 

藤田部会長   農地整備課の村上副課長。 

村上副課長   農地整備課の村上です。よろしくお願いします。 

藤田部会長   同じく農地整備課の村尾副課長。 

村尾副課長   農地整備課の村尾です。よろしくお願いします。 

藤田部会長   同じく農地整備課の高橋主任です。 

高橋主任    農地整備課、高橋です。よろしくお願いします。 

藤田部会長   それでは、最初に第１９期農業委員の建議書を事務局に説明いた

させます。 

林農政係長   （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

林農政係長   失礼いたします。 

第１９期農業委員として、新居浜市長に提出しました建議書の内

容をご説明します。 

１・担い手育成確保。（１）担い手に対する支援の強化、本市の

地域性に適合した独自の農業をめざし、市独自の担い手の育成対策

として、認定農業者や若い農業者の育成はもちろん、今後増加が見

込まれる定年退職者を含めた新規就農者を確保するための知識・技

術の習得や資金の調達に関する施策の推進及び女性農業者への支
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援対策を講じること。 

（２）共同機械利用者部会の強化及び法人化の推進、小規模兼業

農家が大多数を占める本市農業にとって、共同機械利用者部会の活

用は極めて重要であることから、組織の活性化とオペレーターの育

成を図るため、同部会に対する市の助成施策とあわせて遊休農地対

策としての法人化の推進を図ること。 

２・地産地消と食育の推進。地域農業活性化のため農産物直売所

「あかがね市四季菜広場」が開設されているが、農産物の生産・集

荷等供給体制が不十分で品数が少ないなど問題点も多いことから、

高齢者や女性にも取り組みやすい軽量野菜等の生産をより拡大し、

本市にあった販路の拡大・多様化の促進と作付計画・集荷・返戻等

が機能的に対応できる体制づくりを図ること。また、農業体験学習、

学校給食への地元農産物の利活用は食農教育の効果も高いことか

ら更なる周知・拡大に努めること。 

３・農業基盤の整備。農地の維持管理に対する労働力の低下から、

農地の遊休化・耕作放棄地が増加しているため、ため池や用排水路

及び農道の整備に努め、営農意欲の増進による耕作放棄を未然に防

ぐ施策を講じること。 

４・有害鳥獣駆除対策。イノシシ、サル、カラス等の有害鳥獣に

よる農産物への被害が頻発・増加の傾向にある。このことは、農家

の生産意欲の減退、耕作放棄地の増加など深刻な問題となっている

ことから、市独自の被害防止対策の強化を図ること。 

説明は以上です。 

藤田部会長   ありがとうございました。それでは、この建議書への対応と進捗

状況について、農林水産課の髙橋副課長から説明をお願いします。 

髙橋副課長   （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

髙橋副課長   失礼いたします。農林水産課の髙橋でございます。 

         建議書の順番に沿ってご説明申し上げます。 

        まず、１．担い手育成確保の内、（１）担い手に対する支援の強

化についてでございます。 

①の認定農業者の育成につきましては、現在、認定農業者は４２

名です。内、女性が４名、法人が２社となっております。昨年の当

初では３８名でして、男性２名、女性１名、法人が１社増加してお

ります。 

②家族経営協定の締結につきましては、家族みんなで経営参画や

役割分担を行う・女性農業者の地位確立・後継者の地位の安定を目

的に取り組んでおります。現在６家族で、昨年からの増加はありま

せん。 

③就農相談会の開催を行っております。平成２１年度は本年の３

月１５日に開催いたしまして、参加者は８組９名でございました。

参加された方の多くは会社員の方で、その全ての方は農地は持たれ

ていませんでした。平成２２年度につきましては、昨年度より時期

を少し早めまして、２月頃に開催予定でございます。就農相談につ

きましては、希望があれば、農業委員会事務局や農協、愛媛県等関
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係機関と調整して随時行うことといたしております。 

④農業者就業促進事業といたしまして、農業大学校等への研修費

借受者の返済助成を行っております。平成２２年度の予算措置とい

たしましては１２万円となっております。 

⑤農業経営体活性化業務といたしまして、青色申告等の研修業務

の委託、先進地研修等への支援を行っております。平成２２年度の

予算措置といたしましては２２万２千円となっております。なお、

昨年まで実施しておりました、担い手育成アクションサポート事業

につきましては、事業仕分けにより、事業廃止となり国からの補助

が頂けなくなりましたので、今回、農業経営体活性業務というのを

新たに取り入れて取り組んでいるところでございます。 

⑥近代化資金等利子補給事業といたしまして、農林漁業振興事業

資金利子補給等を行っております。平成２２年度上半期取扱い件数

は２３件、本年度予算措置は８８万５千円となっております。 

続きまして、（２）共同機械利用者部会の強化及び法人化の促進

についてご説明申し上げます。 

①共同機械利用部会につきましては、１０部会となっておりま

す。 

②オペレーター数といたしましては、昨年度と変わらず、５２名

です。本市では、小規模零細農家が多いことや遊休農地増加の防止

策のひとつとして、共同機械利用者部会が大変重要であると認識し

ております。法人化のメリットといたしましては、経営管理能力の

向上、後継者の円滑な確保や就農者の受け皿確保等が考えられるの

で、今後も農協と法人化につきまして協議していきたいと思ってお

ります。 

２．地産地消の推進と食育の推進についてご説明申し上げます。 

①野菜ハウス設置事業の支援を行っております。農協が実施する

野菜ハウス設置事業に助成しておりまして、平成２２年度の予算措

置は１６５万円でございます。この事業は農協あかがね市の会員を

対象といたしまして、周年栽培が可能な野菜ハウスの設置を支援

し、地産地消を推進する者でございます。なお、昨年度は市内３農

家にハウス設置を支援いたしております。 

②地産地消推進員の雇用でございます。地産地消推進業務を本年

の４月１日から来年の３月３１日までの期間、地産地消推進委員２

名の雇用を農協に委託いたしております。現在の契約金額といたし

ましては、２名の雇用で３８９万８千円でございます。この事業は

農産物直売所であります「四季菜広場」やインショップ「あかがね

市」、ならびに学校給食へ地元産農産物提供を推進する上で課題と

なっております集荷体制等の強化を図るため、平成２１年７月から

県の「ふるさと雇用再生事業」を活用し、地産地消推進員２名を新

規雇用し、地産地消推進業務を実施いたしております。なお、この

業務につきましては３カ年計画を予定いたしております。 

③地元農産物の使用促進と食育につきましては、学校給食への農

協を通じた地域農産物利用数量は、平成２１年度の実績といたしま

して、全体の２３．１パーセントを使用いたしました。 
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また、新居浜市食生活改善推進協議会が実施いたしております、

「新居浜市の農作物等を使用する食育と地産地消推進事業」に助成

いたしておりまして、平成２２年度の予算措置は２０万円でござい

ます。この事業は、新居浜市食生活改善推進協議会という、市内に

３７支部・会員約８００人の団体が実施する食育事業を支援いたし

ておりまして、そこで行う料理教室等の食材調達に「四季菜広場」

への注文を最優先してお願いいたしております。 

また、各種イベントでの地元農産物の使用をお願いしておりまし

て、本年は８月に東予地方局が行ないました、「小学生料理コンク

ール」におきまして、新居浜市で収穫された農産物を最優先して使

っていただきました。また、先月に市民文化センターで行われまし

た２０１０料理教室「愛ある愛媛の旬菜を使って！！」という、男

性の料理教室でも、地元の農産物を使っていただきました。その他

のイベントにつきましても、地元産の農産物を使っていただきたい

とお願いしているところでございます。 

次に、学校給食の面で、学校給食栄養士と懇談会の開催を行って

おります。昨年は８月と本年の３月に行いましたけれども、随時行

うことといたしておりまして、学校給食への地域農産物の納入につ

いて課題・問題点・改善できる点などについて協議を行っていると

ころでございます。 

次に、農業体験学習への協力といたしまして、大生院営農推進会

が主催し、大生院小学校５年生を対象に実施している「米作り体験

活動、田植え・稲刈り・もちつき」につきまして、愛媛県東予地方

局産業振興課と共に協力しているところでございます。 

次に、新居浜市独自の地産地消推進マスコットキャラクター「は

まっこ新鮮組」と地産地消を推進する標語“「いただきます！」今

日もおいしく新居浜産”を昨年度事業で決定いたしましたので、こ

れを活用し、今後、地元農産物の消費拡大や食育のために活用して

いく予定であります。平成２１年度の実績といたしましては、保育

園で「はまっこ新鮮組」のぬり絵活動を通した食育が行われたとい

う報告を受けております。平成２２年度の予算措置といたしまして

は１４万７千円でございまして、本年度は、マスコットと標語を印

刷いたしました、地産地消推進ＰＲ用ののぼりの作成と配布をいた

しました。現在、農協の産直市ならびに食育団体に配布いたしてお

りまして、食育団体が行なう会場などに置いてもらっております。

また、市農林水産課使用の封筒にもマスコットと標語を印刷いたし

まして、対外的に新居浜市の農産物地産地消をＰＲしているところ

でございます。 

４．有害鳥獣駆除対策についてご説明申し上げます。 

①イノシシの被害状況につきまては、水稲のみの被害でございま

す。平成２１年度は、面積にして１４６アール、金額にして１０５

万６千円。平成２２年度、８月末現在では、面積にして８０アール、

金額にして４０万円となっております。 

②有害鳥獣捕獲事業を行っておりまして、平成２１年度は、イノ

シシ７８頭、さる４頭を捕獲いたしました。総事業費は５６万円で
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ございまして、その内県補助は２０万円でございました。平成２２

年度につきましては、９月現在で、イノシシを７９頭捕獲いたして

おります。本年度の総事業費は８０万円で、内県補助は１４万１千

円の予定でございます。 

③新居浜市鳥獣被害防止計画につきましては、鳥獣による農林水

産業等に係る被害の防止のための特別措置に関する法律に基づき、

平成２２年３月２３日に「新居浜市鳥獣被害防止計画」を県の承認

を得て策定いたしました。それに基づきまして④新居浜市鳥獣被害

対策協議会を平成２２年５月２８日に会員９名により設立いたし

ました。この協議会では鳥獣による被害防止対策の実施といたしま

して、本年は、イノシシ捕獲機材として箱わなを２０基購入してお

りまして、納入は１０月中旬を予定しております。箱わなの使用・

設置の流れとしましては、協議会の方から市内の３つの猟友会支部

に無償貸与する。箱わなの使用者は、猟友会支部に使用申請する。

猟友会支部長は内容を審査し、適当と認めれば使用を許可する。使

用者が箱わなを運搬及び設置するという運びとなっております。こ

の費用としましては、予算措置１９０万円全額が国の交付金となっ

ております。 

以上で農林水産課関係の説明を終わります。 

藤田部会長   ありがとうございました。次に、農地整備課の方から説明をお願

いいたします。 

高橋主任    （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

高橋主任    農地整備課 土地改良係の高橋です。よろしくお願いいたしま

す。 

農地整備課からは、建議書の３．農業基盤の整備についての説明

ということで、平成２１年度の土地改良事業の取り組み内容と平成

２２年度の新居浜市の農業予算及び土地改良事業の概要について

説明をさせていただきます。 

        説明用の資料といたしましては、平成２２年度新居浜市の農業

予算及び土地改良事業概要の関係資料としてＡ４サイズ横のペー

パー1 枚と参考資料として、平成２１年度の土地改良事業の実施状

況の写真を用意させて頂きました。皆様のお手元に届いております

でしょうか。それでは説明を始めさせて頂きます。 

まずは、ため池等整備事業でございます。この事業は老朽化し傷

んだため池を新しく改修するものでございます。お手元の資料２ペ

ージに平成２０年度末で事業が完了いたしました萩生旦之上にあ

ります新田池の写真を載せておりますので、ご覧下さい。 

今年度は、平成２１年度から市営で事業を行っている萩生旦之上

にあります柳谷上池の改修工事と、平成１９年度から県営事業で整

備されている萩生中谷池の改修工事を行う予定であります。資料の

３ページに柳谷上池の現況写真を載せておりますので、ご覧下さ

い。柳谷上池の整備につきましては、平成２１年度から平成２３年

度までの間で総額約４千６百万円の事業費により、堤体工４０ｍ

他、取水施設等の整備を行うものであります。平成２２年度は、堤
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体工４０ｍと、取水施設の整備を行う予定であります。一方の中谷

池につきましては、県営事業で、平成１９年度から平成２３年度ま

での間で、総額約１億１千９百万円にて改修を行う予定であると愛

媛県から伺っております。平成２２年度につきましては、堤体工３

２ｍと、取水施設等の整備を行うと聞いております。 

        次に、県単独土地改良事業でございます。この事業による農道整

備のイメ－ジといたしましては、資料の４ページと５ペ－ジに現在

整備中の阿島荷内農道の写真を載せておりますので、ご覧下さい。

この事業は、土地改良区が管理しております、農振農用地区内の施

設で、受益面積が５ｈａ以上の農道、水路等を対象として整備を進

められるものでございます。道路につきましては、原則４ｍ以上の

幅員での整備となっております。平成２２年度は昨年度に引き続き

阿島荷内農道において、１６７ｍの改良工事を予定しております。 

        次に、土地改良施設維持管理適正化事業でございます。この事業

のイメ－ジといたしましては、資料６ページに平成２１年度で事業

を実施いたしました沢津東水路の補修工事の写真を載せておりま

すので、ご覧下さい。この事業は、土地改良区が管理する施設で、

老朽化により維持管理に支障をきたしている施設で、国の補助金を

受けて工事を行った施設を改修することが目的となっております。

平成２２年度は、下泉幹線水路等で、補助対象事業費としては、４

５０万円の改修を予定しております。 

        次に、市単独土地改良事業でございます。この事業のイメ－ジと

いたしましては、資料７ページに水路改修の状況を、資料８ページ

と９ページに揚水機改修の状況を、資料１０ページと１１ページに

原材料支給による農道補修の作業状況の写真を載せておりますの

で、ご覧下さい。この事業は土地改良区が管理する、農業用施設の

改修に要する事業費の補助を目的として、平成２２年度において

は、総額６，３３５万円のうち、事業補助として５，９８５万円、

原材料費の支給として３５０万円の、事業費補助を計画しておりま

す。特に、原材料費の支給につきましては、土地改良区を主体とし

て、地域で農業用施設の維持管理の促進、施設の延命化を図ってい

ただきますよう、限られた予算でありますが、有効に利用できるよ

う努めていただきたいと思っています。 

        次に、農地・水・環境保全向上対策事業ですが、この事業のイメ

－ジといたしましては、資料１２ページに水路の補修の活動状況

を、資料１３ページに地域の景観形成としてチュ－リップを植えて

いる状況の写真を載せておりますので、ご覧下さい。この事業は、

平成１９年度にできたものです。この事業の主旨は、農村の過疎化、

高齢化、混住化の進行により、集落機能が低下し、農地、農業用水

路等の適切な保全管理が困難となりつつあることから、地域ぐるみ

で農村環境等の保全活動に取り組む組織に対して、交付金による支

援を行うものであります。平成１９年から平成２３年までの５カ年

ということで実施されておりまして、これは、農振農用地が対象と

なっています。新居浜市につきましては、大生院、垣生山、阿島荷

内の３地区において、実施されております。 
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        次に、国庫補助災害復旧事業、市単独災害復旧事業ですが、これ

につきましては、台風等の災害により、被災した施設、農地が対象

となります。国の採択基準、いわゆる国庫補助に相当する部分は、

事業費が４０万円以上になっております。これに満たない部分につ

きましては、市単独災害復旧事業として、復旧することになります。        

資料には書いてありませんが、農業用河川工作物応急対策事業とい

うのが、平成２０年度から実施されています。資料１４ページに洪

水井堰の現況写真を載せておりますので、ご覧下さい。これは県営

事業でございまして、角野小学校近くの国領川にあります洪水井堰

の改修工事が予定されているものであります。平成２０年度で調査

設計が実施されておりまして、平成２１年度では資料１５ページに

ありますような護床ブロックの製作を行っており、平成２２年度で

現地における改修工事を行う予定であると愛媛県から伺っており

ます。 

 簡単ではございますが、以上で農地整備課から説明を終らせてい

ただきます。 

藤田部会長   ありがとうございました。農林水産課及び農地整備課より、建議

書の進捗状況について説明していただきましたが、何か質問等はご

ざいませんか。 

神野敬二委員  （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

神野敬二委員  本年度の３月１５日に就農相談会を開催したという事ですが、参

加者８組９名の中で、実際に就農した方はいるのですか。 

髙橋副課長   （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

髙橋副課長   昨年来られた方が、就農したという事は聞いておりません。ただ、

熱心に、農業委員会に相談に来られて相談している方はおりまし

た。その方も、農地を借りて就農しているというところまでには至

っておりません。 

藤田部会長   有害鳥獣対策の中で、新居浜市で、電気柵などを使用した事例と

いうのはありませんか。 

髙橋副課長   （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

髙橋副課長   萩生の馬渕に電気柵を使用されているのを確認いたしておりま

す。その外につきましては、私の方では把握できておりません。 

神野敬二委員  （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

神野敬二委員  電気柵については、西条市大谷地区で、多く使用されているそう

ですが、１回目は効くそうですが、２回目からは柵を越えて畑に入

るそうで、あまり効果は無いそうです。電気柵を設置するより、鉄

柵を長めの距離設置させるほうがいいのではないかと、聞いており

ます。 

        以前行った研修先で、山全体を鉄柵で囲っているところがありま

したが、そういったように、イノシシを侵入させるところを作らな

いのが、一番いいのではないかと思います。 
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        ただ、それには費用もかかります。こういった時にどの程度、国

から補助がいただけますか。 

髙橋副課長   （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

髙橋副課長   補助の対象は、農振農用地に限られてしまうのですが、３分の１ 

       となっております。 

篠原修委員   （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

篠原修委員   新居浜市で電気柵を使用されている方についてですが、１０人ほ

ど、個人的にされている方を知っていますが、光明寺の方では電柵

をしている所はイノシシが寄り付かず効果がでており、鉄柵やトタ

ンを設置している方はイノシシに進入されたそうです。 

        補助金については、私も、農林水産課などにも相談にいったので

すが、個人で設置する場合には全然出ないそうです。だからといっ

て地域的にするのにも大変です。 

神野敬二委員  （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

神野敬二委員  先程の農林水産課の説明で、イノシシの被害状況が水稲のみで、

被害面積と被害金額が出ておりましたが、先日、土地改良区で把握

している被害金額について、農地整備課の村上副課長に調べてもら

ったものがありまして、これは公のものではないのですが、今年で

２４０万円の被害が出ているそうです。 

        もし、お米に被害が出ても、農業共済の方でも当てはまらないも

のは、認めてもらえないこともあります。イノシシが田んぼの一部

だけ荒らしたものなどは、この被害額には入っていません。しかし、

実際には被害が出ている訳ですから、こういった物も含め、被害が

どのくらいあるのか、一度きちんと調べてみるべきではないでしょ

うか。 

藤田部会長   農林水産課の説明にありました、被害面積や被害額というのは、

我々が実際聞いているより、数字に出てくると低いです。それは、

みなさんが、それなりの組織に申告していないのもあると思いま

す。 

        農業共済では、被害が深刻で大きなものについては、補償してく

れますが、そうでなければ全く被害の補償はありません。そうなっ

てくると、補償も出ないならわざわざ言って行く事も無いかとなっ

てしまいます。他にも、阿島の方では、家庭菜園として農業をされ

ている方の被害が多く、農業を職業にされていない分、被害の実態

が表に出てこないのだと思います。また、農業共済ですと、田や果

樹など、共済に掛けているものについてしか被害は分かりません

し、土地改良区にしましても、田が主で、畑の方の被害状況までは

全て把握できません。しかし、それでは、被害状況の把握が出来ま

せんので、全ての被害を取りまとめる組織の体制作りが必要になっ

てくると思います。 

        ただ、それにつきましても、対策を立てる基にはなりますが、報

告された被害全てに補償が出せるわけでなく、防止柵を設置するに
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しても、農振農用地で無ければ補助が出せません。 

        しかし、被害実態を把握するというのは、これから先の取り組み

として取り入れる事は大切な事ですので、農政部会から各関係機関

に働きかけるようになろうかと思います。 

仙波憲一委員  （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

仙波憲一委員  鳥獣被害に予算を組んでいますが、実態調査をして、その成果は

出ているのでしょうか、イノシシなどの個体の増減はどうなってい

ますか。 

粂野課長    （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

粂野課長    イノシシの捕獲頭数は、平成１８年までは４０頭前後、平成１９ 

       年は７５頭、平成２０年は９０頭、平成２１年度は７８頭、平２２ 

       年９月末までで７９頭です。ここ数年の平均は８０頭弱となってお

りまして、個体数が減っているのかと言われますと、減っていると

は言えません。どうしてかと言いますと、イノシシの出産が非常に

多いのではないかと思います。農作物の被害につきましても、多い

年、少ない年と変動しておりますので、平均すると横ばいの状態で

は、個体数の減少は言えません。 

        駆除ではなく、猟師さんが猟期として獲っているのは１００頭を

超えていますので、年間２００頭近くは獲っているようになりま

す。この数字の中にはウリボウも入っております。 

        これだけ頑張っていただいておりますが、今のところ予算の超え

た分はボランティアとなっております。 

篠原修委員   （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

篠原修委員   イノシシは夜行性ですので、夜捕獲できる箱わななどの設置も効

果的だと思います。 

粂野課長    （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

粂野課長    箱わなにつきましては、来週納入されますので、入って来ました 

       ら猟友会に配布し、箱わなを掛けて欲しいと要望のある所にすぐに

設置できるようにお願いはしております。 

        ただ、箱わなを掛けるところは、出来るだけ鉄砲で撃てない所が

中心となりますので、民家の近くなどでイノシシが出ている所を優

先的に設置したいと思います。 

藤田部会長   箱わななどの捕獲箱は、嗅覚の強い動物は、最初は入るでしょう

が、同じ物を使っていると入らなくなるのではないでしょうか。他

の所で、実績があるから、箱わなも使うようになったのでしょうが、

効果はあるのでしょうか。 

神野敬二委員  （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

神野敬二委員  効果はあると思います。箱わなに入ってきたイノシシが大きいで

すと、銃で仕留めるしかなくなり、次に使用する際に匂いが残って

問題がありますが、箱わなにかかるのは、大抵が小型のイノシシで
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すので、生け捕る形になりますし、多少の匂いが付く位なら大丈夫

だと思います。 

神野幸雄委員  （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

神野幸雄委員  イノシシについての話が出ておりますが、難しいのは、果樹にし

ても野菜にしても、被害が出ても農業共済から補償もでないので、

届出されない方もおり、正確な被害状況が把握できません。 

        被害が大きい、小さい関係なく、イノシシが出て被害が出たとい

うことは、その地区はもうイノシシの行動範囲となっておりますの

で、作付してもまたイノシシに荒らされます。そうしますと、作付

の意欲がなくなり、荒廃した農地が増えてきています。イノシシの

行動範囲となった農地では、もう作付できないという考えが農家さ

んの中で定着してきています。 

        今、把握できている被害地域だけでなく、小さな被害が出ている

ところも、把握して、どういう対処をしていくのか時間を掛けでも

話し合っていかなければならないと思います。 

        土地改良区の理事長会でもお話したのですが、農地が荒れても、

水路と農道を維持していかなければなりません。水路・農道が農業

の一番の根源ですので、ここがイノシシの被害に遭い、潰されてし

まいますと、農業をしたいと思ってもどうにもなりません。 

        水路・農道につきましては、材料支給で各土地改良区で責任を持

って管理して、どんな状況でも、いつでも使えるようにしておかな

ければならないと思っております。 

        ただ、個人で石積みなどをして造ったあぜ道などは、もしイノシ

シなどに壊れてしまっても、土地改良区の公費で補修する事はでき

ませんので、鳥獣被害の一つとし、災害の一種として取り扱えない

でしょうか。 

        今、鳥獣害被害を防止する為に猟友会の方が動いてくれたり、箱

わなを設置できるようにしてくれたりしてますが、補助金がでてい

るのは防止策となるものだけでして、被害を受けている所の補修に

は補助金が一切出ていない状況です。しかし実際に受けている被害

は小さくありませんので、こういった被害個所の補修等について

も、これから行政の方でもどうしていくのか、考えて頂きたいと思

います。 

小野輝雄委員  （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

小野輝雄委員  今年、イノシシの被害に遭い、耕作しなくなれば、そこは次の年

には耕作放棄地となり、イノシシの被害の数に入らなくなってしま

います。そういった農地がたくさんあります。 

藤田部会長   新居浜市で、地目が田畑になっているところが約１，５００ヘク

タールあり、その内の田が８７０ヘクタールあります。そういった

中で、被害があるから耕作を放棄した農地がたくさんあります。 

しかし、今は被害データが不確かですので、関係機関に働きかけ

て、一緒に調査するなど、まず被害データを確かなものにしていく

必要があります。それから、我々、農政部会員はそのことを基に、
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どうして行くのか話合い、各関係機関に働きかけていかなければな

らないのではないかと思います。 

岡田雅夫委員  （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

岡田雅夫委員  建議書の進捗状況を見て、行政のお金が建議書に対して思ったよ

りあてられていました。ただ、条件に合わないところには全く補助

金が出ませんので、せっかくあてられた補助金も使われないままに

なっております。 

        年々、降りてくる補助金の額も少なくなりますし、条件のハード

ルは高くなり、新居浜市の様な農業形態では厳しくなる一方です。 

        次に建議書を書くにあたり、どういったら、補助金が効果的に使

えるようになるのかを専属で勉強する機関を設けてはどうかと思

います。 

神野敬二委員  （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

神野敬二委員  先日西条に行っていただいた資料を見ていますと、平成２１年度

の県の予算の内、耕作放棄地再生利用緊急対策交付金事業など支援

事業で使われなかった補助金の金額が約４億７千万あります。ま

た、引受農家支援等事業でも約３千７百万近く残っており、何かに

使えないかという話が以前でていました。 

        補助金ですので、農振農用地が対象ではあると思いますが、金額

が多いですので、どうにかこういった補助金を使う事はできないの

でしょうか。 

髙橋副課長   （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

髙橋副課長   国・県の補助金というのは現在、農振農用地を優先的に行うもの 

       であります。先日県の会議に行った際に、農振農用地に限るという

条件を除けてくれないかと要望しております。 

岡田雅夫委員  （挙手）はい。 

藤田部会長   どうぞ。 

岡田雅夫委員  新居浜市のような農振農用地ですと、補助金をもらえる程のスケ

ールになりません。国や県から、補助金が降りる条件が提示されて

も補助を受けることが出来ないのが新居浜市の農振農用地です。 

藤田部会長   先程岡田委員さんが言われたように、我々で来年５月に出す建議

書を作成しなくてはなりません。今日の部会は、今までの建議書の

内容やそれに対しての進捗状況の説明をしていただきました。 

        来月の農政部会から、実際に、どういう内容を建議するかについ

て協議したいと思いますので、委員さんそれぞれで意見をまとめて

おいていただきたいと思います。 

        来年の３月までに建議書を作成しますので、ご協力の程よろしく

お願いいたします。 

        本日はお忙しい中、農林水産課の粂野課長さん、髙橋副課長さん、

農地整備課の村上副課長さん、村尾副課長さん、高橋主任さんには、

農政部会に御出席いただきまして、ありがとうございました。 

         以上をもちまして、平成２２年第９回新居浜市農業委員会農政部
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会を閉会いたします。 

        御協力ありがとうございました。 

   １５時３７分閉会 

◇  

新居浜市農業委員会会議規則第１９条第２項の規定により  

ここに署名する。  

新居浜市農業委員会農政部会  

 

           部会長  

 

 

 

           委 員  

 

 

 

           委 員  

 


